 （第１回振興会議資料７-１修正）
（案）
稲沢市中小企業調査票


Ⅰ　貴社（貴殿）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問１．貴社（貴殿）についてご記入ください。　※色付きの項目については、調査のお願い文書の裏面にあるコード表の番号をご記入ください。
	主な取扱品目
	主たる業種
	従業者数
	年間売上規模

	
	
	
	



Ⅱ　経営の実態、経営上の問題点について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問２．前年同期（令和4年1月～12月）と比べて、直前の期間（令和5年1月～12月）の状況はどうでしたか。該当の番号に○印をつけてください。

	（１）売上高
	1. 増加　　 2. やや増加　　 3. 不変　　 4. やや減少　　 5. 減少

	（２）営業利益
	1. 増加　　 2. やや増加　　 3. 不変　　 4. やや減少　　 5. 減少

	（３）販売等単価
	1. 上昇　　 2. やや上昇　　 3. 不変　　 4. やや低下　　 5. 低下

	（４）仕入等単価
	1. 上昇　　 2. やや上昇　　 3. 不変　　 4. やや低下　　 5. 低下

	（５）資金繰り
	1. 好転　　 2. やや好転　　 3. 不変　　 4. やや悪化　　 5. 悪化

	（６）雇用人員
	1. 過剰　　 2. やや過剰　　 3. 適正　　 4. やや不足　　 5. 不足



※（６）家族経営等で雇用人員のない事業者様は、業務への従事状況に置き換えて１.閑散←→5.繁忙の度合いによりご回答ください。

問３．現在の経営上の問題点は何ですか。該当の番号に最大３つまで○印をつけてください。

	1. 販売先の減少　　　　　　　2. 販売単価の低下　　　　  3. 値下げ要求の高まり
4. 商品等競争力の低下　　　　5. 人件費の増加　　　　　　6. 原材料等の高騰
7. コスト上昇分の未転嫁　　　8. 製造・作業人材の不足　　 9. 管理・営業人材の不足
10. 設備の老朽化　　　　　 　11. 資金繰り難　　 　　　  12. 後継者不足・事業承継困難
13. その他（内容を以下へ）

	13. その他
回答記入欄
	



Ⅲ　稲沢市の中小企業振興支援策について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問４．稲沢市の現在の中小企業支援策について、どのように思われますか。該当の番号に○印　　　をつけてください。（右下の稲沢市の支援策を参考にしてください。）
	1. 十分である　　　　　　2. 不足している　　　　　　3. わからない





問５．現在、必要としている支援策は何ですか。該当の番号に最大３つまで○印をつけてください。また、そのうち一番必要とする支援策について、番号とその理由、期待する支援の内容等について記入してください。
	1. 販路開拓支援　　　　　　2. 設備投資支援　　　　　　3. 融資コストに係る支援
4. 人材確保支援　　　　　　5. 人材育成支援　　　　　　6. 知的財産・ブランド化支援
7. 物価高騰支援　　　　　　8. 海外展開支援　　　　　　9. 農商工連携支援
10. システム化支援　　　 　11. 事業承継支援　　　　　 12. 創業（第ニ創業）への支援
13. 支援策の周知拡大　　　 14. 特になし　　　　　　　 15. その他（内容を以下へ）

	15. その他
回答記入欄
	

	【一番必要とする支援策の番号、選択した理由・期待する内容等】
番号
(　　 ) 



問６．貴社（貴殿）の利用に限らず、稲沢市にあった方が良い支援策、将来的に活用したい支援策は何ですか。該当の番号に最大３つまで○印をつけてください。

	1. 販路開拓支援　　　　　　2. 設備投資支援　　　　　　3. 融資コストに係る支援
4. 人材確保支援　　　　　　5. 人材育成支援　　　　　　6. 知的財産・ブランド化支援
7. 物価高騰支援　　　　　　8. 海外展開支援　　　　　　9. 農商工連携支援
10. デジタル化支援　　　 　11. 事業承継支援　　　　　 12. 創業（第ニ創業）への支援
13. 支援策の周知拡大　　　 14. 特になし　　　　　　　 15. その他（内容を以下へ）

	15. その他
回答記入欄
	



＜現在の稲沢市の主な支援策＞
	①中小企業振興奨励金
	設備投資による新たな固定資産税相当額の１/２を補助

	②立地促進奨励金
	新たな工場・倉庫の立地に対し固定資産税額を３年間補助

	③信用保証料補助金
	小規模企業等振興資金等の信用保証料の30％・60％を補助

	④利子補給補助金
	小規模企業等振興資金等の当初１年分の利子の40％を補助

	⑤中小企業退職金共済補助金
	中小企業退職金共済等の新規契約掛金の１年分の10％を補助

	⑥障害者特別雇用奨励補助金
	特定求職者雇用開発助成金の交付対象者の雇用に対し補助

	⑦奨学金返還支援補助金
	[bookmark: _GoBack]市内中小企業に就職した35歳未満の奨学金返還額の50％を補助

	⑧創業経営支援センター委託
	スタートアップいなざわにおいて創業者・経営者の相談に対応


· この他の支援策、個別の支援策の詳細については、市ホームページ等でご確認をお願いします。

回答内容についてお尋ねさせていただく場合があります。差し支えなければ下記にも記入をお願いします。また、受け入れいただける事業所に対して、別の機会にヒアリング調査を行いたいと考えております。受入の可否についても〇印でお知らせください。
	法人名・屋号
	電話番号

	回答者様役職・お名前
	ヒアリング　　　受入可　　　受入不可
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